
地域経済経営ネットワーク研究センター　2021年度シンポジウム

北海道からSDGs   
新型コロナウイルス感染拡大の影響は、人々の暮らしを一
変させ、様々な課題を突きつけました。これまで構築され
てきた経済・社会の持続が困難であることが浮き彫りとな
る中、SDGs（持続可能な開発目標）の存在意義が、これま
で以上に増しているように思われます。今年度のシンポジ
ウムでは、Think Globally、 Act Locally（地球規模で考
え、地域で行動する）の観点から、北海道からできるSDGs
の取り組みについて一緒に考えてみたいと思います。北海
道に根ざし国際協力に携わってきた公的機関、企業、NGO
の方々に登壇していただきます。

「信頼で世界をつなぐ～ JICAの国際協力と地域との連携～」
……………………………………………………… JICA北海道 所長　石丸　　卓

「インド国におけるジャガイモ収穫機の普及実証」
……………………………………………… 東洋農機株式会社 監査役　大橋　敏伸

「教育・就労と車いす」
…………………………特定非営利活動法人「飛んでけ！車いす」の会 代表　吉田三千代

11月18日㊍
 16：00～ 18：00

右のQRコード、または下記URLより申し込みフォームに必要事項を
ご記入の上、お申込みください。
申し込み〆切：11/16（火）
申込みURL▶https://forms.gle/suPZ1ukKdWaRZZSA6
開催前日にZoom会議番号を発行します（パスワード設定）。

●北海道大学大学院経済学研究院地域経済経営ネットワーク研究センターwebサイト
　https://rebn.econ.hokudai.ac.jp/eventinfo
●問い合わせ先：地域経済経営ネットワーク研究センター事務局　TEL：011-706-4112

共催：JICA北海道

日時

講　演

● コメントと質疑応答 ………………… 北海道大学大学院経済学研究院准教授　樋渡　雅人

web開催
無　料

・JICA北海道 所長　石丸　卓
　　江別市出身。海外経済協力基金（OECF）、国際協力銀行（JBIC）を経て、独立行政法人国際協力機構（JICA）ブ
ラジル事務所次長、パナマ事務所長等を歴任。

・東洋農機株式会社　監査役 大橋　敏伸
　　1966年に東洋農機入社。開発部にて、ソイルコンディショニングシステム等の開発に従事し、2003年より執行役
員営業本部長、取締役、現在は監査役。

・特定非営利活動法人「飛んでけ！車いす」の会　代表　吉田　三千代
　　「飛んでけ！車いす」の会を1998年に設立。国内で使われなくなった車いすを集めて修理をし、これまでに3100
台以上を東南アジアや中南米、アフリカなどに贈り続けている。
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